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１　活動の前提課題
（１）幼児画展からの展開
『のびのびワークショップ～つくってあそぼう
～』の実施にともなう改革として、過去 21 回
の開催実績を持つ『のびのび幼児画展～心を
つなぐ子どもの絵画と造形～』からの事業内
容の変更を行なった。この幼児画展という支
援形態は、保育施設ならびに幼児に対して、
造形活動の奨励をするともに、観賞教育の効
果を持っているものである。しかし、幼児の
造形活動の重要性は、作品という結果につい
て評価されることよりも、保育の全般的な活
動の中から生み出され還元していくものとし
て考えるべきで、このような展覧会は保育活
動の助成という意味では部分的なものに留ま
るものであった。
（２）佐世保市の子育て支援事業の現状　
子育て環境の変化に伴い、保育所保育指針が
改訂され、「子育て支援」に関わる事項が明記
された。その後、幼稚園・保育所に関わらず、
保育者の職務の一つとして子育て支援が挙げ
られるようになった。このような現状の中で
保育者養成校としても子育て支援に対する内
容を関連科目の中で学習している。
　子育て支援には、経済的支援、子育ての悩
み相談、子育てサポートとしての保育園での
取り組み、地域で行う子育て支援サービスな
どがある。以下、佐世保市で行われている例
をいくつか挙げてみる。
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以上、さまざまな機関による子育て支援の内
容がある。そのうち⑤の本取組「のびのびワー
クショップ」においては、家族の立場から「気
軽に参加でき、造形活動を通して家族全員で
楽しむことができる」という有用性が上がっ
てくる。
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（３）学外実習とワークショップの取り組みの
比較
　学生は、学外実習の際に、保育者の行う子
育て支援について学ぶ必要性がある。ミニマ
ムスタンダードでは、保育実習Ⅰ・保育実習
Ⅱで学ぶ子育て支援の目的を以下のように記
している。
保育実習Ⅰ：記録や保護者とのコミュニケー
ションなどを通して家庭・地域
社会を理解させる
保育実習Ⅱ：子どもの家族とのコミュニケー
ションの方法を具体的に修得さ
せる。
　保育実習Ⅱでは、保育実習Ⅰで学んだ、乳
幼児への理解と保育所の機能や保育士の職務
を基に、実習の集大成として家庭と地域の生
活実態にふれて、子ども家庭福祉ニーズに対
する理解、判断力を養い、子育てを支援する
ために必要な能力を養うところまでの水準が
求められている、とある。＊１
　しかし、実際は、子どもの実態、把握、理解、
保育士の職務について学習するのに精一杯で、
保護者とのかかわりについては十分に行えず、
これらの目的を果たすには 20 日間の実習では
難しい現状にある。
　新澤らが指摘しているように、関係性を大
切にした保育を標榜しつつも、実際には父母、
保育者も共に、「人と関わる力」が衰えてきて
いる。保育者の中には「子どもと付き合うの
はよいが、親との関係が苦手だ」という人が
増えてきた。＊２
　こうした現状も踏まえ、現場に出れば保育
者は保護者への子育て支援が求められるため、
保護者とのコミュニケーションスキルや、家
庭を取り巻く問題について学ぶことは必要不
可欠であろう。
　これらの課題を踏まえ、のびのびワーク
ショップでは、家族の姿を見、保護者とのコ
ミュニケーションをとる機会を設けることが
でき、学外実習では容易には体験できないこ
とを学べるという目的が表われてくる。
　活動に関わった教員の気付きとして、実習
前あるいは実習後にワークショップに参加す
るかによって、学生の保護者、子どもに対し
ての感じ方や学修内容に違いが生じると考え
られる。
保護者に対して 子ども達に対して
実習前に
参加
・保護者と接した経
験がなく、この活動
の中で保護者と接す
る機会ができる
・実習前に、子ども
と接することによっ
て、子どもの様子を
知ることができる
実習後に
参加
・実習の経験を基に、
深く家族の様子につ
いて学ぶことができ
る
・子どもへの声掛け
や細かい援助などの
気付きができる。
・集団活動での援助
もできる
（４）保育者養成校がおこなう子育て支援活動
　長崎短期大学保育学科は長崎県北部を主た
るエリアとする幼稚園教諭ならびに保育士の
養成校であり、特に保育者としての豊かな知
性と感性の実践教育を目標に挙げている。現
在、社会が求める保育者へのニーズとして、
幼児・児童が置かれる育児環境の悪化の中で
高い教育力・援助の知識と技術が求められる
ようになった。本学保育学科は、そこには幼
児教育ならびに児童福祉に携わる者として地
域社会の子育て支援におけるコーデュネター
の役割を学び、体験することによって資質向
上を計る必要があると考える。また、幼児と
直接に関わりながら活動を支援していくこと
が、保育者養成校がおこなうべき地域貢献と
保育者の育成のあり方であると考えた。この
ような経緯と反省から、現在社会に求められ
る子育て支援を目的とする造形教育を通した
出前講座である本取組を平成１８年度より実
施するに至った。
２　造形ワークショップの目的と方法
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（１）造形ワークショップの「のびのびワーク
ショップ〜つくってあそぼう〜」開催主旨
　①幼児における造形活動の必要性
　幼児の造形活動は保育の全般的な活動の一
環であることをふまえながら、幼児の発育を
助成することができる。
　②子育て支援としての必要性
　参加募集をした佐世保市および近郊の幼児・
児童・保護者間のコミュニケーションの場を
提供することによる子育て支援の一助となり、
保育学科としての地域貢献の役割を担うこと
ができる。
　③学生の学修内容と効用
　学生たちは様々な年齢の子どもたちとの造
形活動を通したふれあいの中で、子どもの活
動の自由な展開を知ることができ、保護者と
の会話の中で子育てに関する知識等を得るこ
とができる。さらに、学外実習や就職時の準
備にも役立つ。
　また学生参加によってワークショップをよ
り躍動的な内容とする効用がある。
（２）「のびのびワークショップ」の運営方法
　①教員の関わり方と学生の参加体制
　行事計画・会場施設との打ち合わせは教員
スタッフ［造形担当者と実習指導担当者］で
おこない、保育教材の事前体験と準備、保育
教材終了後におこなうダンスや手あそび等の
練習は保育学科２年生が「表現造形活動」と「総
合演習」の授業の中で充分な研究・準備をお
こなう。
　②行事運営と単位付与
　この取組への参加は「保育内容Ⅰ（表現造
形活動）」；［卒業に関する選択科目、幼稚園教
諭２種免許状に関する選択科目、保育士資格
に関する必修科目、（本学科では履修を義務づ
ける全員履修科目と位置付けている）２単位］
と「総合演習」；［卒業に関する選択科目、幼
稚園教諭２種免許状に関する必修科目、保育
士資格に関する必修科目、（本学科では全員履
修科目）２単位］の１ゼミ（陣内ゼミ）にお
いて単位が付与される。
３　「のびのびワークショップ」の記録
（１）「保育内容Ⅰ（表現造形活動）」内の〔の
びのびワークショップ〕の記録
　①平成１８年度の記録
Ｈ１８造活ワークー１
■開催日時；５月２７日（土）13：00 ～ 15：00
■活動概要・場所・等；九文幼稚園（長崎短期大学
附属幼稚園）プレイルーム
■活動内容；●風車（かざぐるま）
■参加層および参加者数；幼児・児童・保護者20名
■運営グループおよび学生数；2年１組　１班　17名
Ｈ１８造活ワークー２
■開催日時；６月２４日（土）13：00 ～ 15：00
■活動概要・場所・等；九文幼稚園プレイルーム
■活動内容；●舟のおもちゃ
■参加層および参加者数；幼児・児童・保護者　39名
■運営グループおよび学生数；	2年１組　２班　17名
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Ｈ１８造活ワークー３
■開催日時；７月８日（土）13：00 ～ 15：00
■活動概要・場所・等；九文幼稚園プレイルーム
■活動内容；●絵手紙
■参加層および参加者数；幼児・児童・保護者　32名
■運営グループおよび学生数；	2年２組　１班　17名
Ｈ１８造活ワークー４
■開催日時；７月２２日（土）13：00 ～ 15：00
■活動概要・場所・等；九文幼稚園プレイルーム
■活動内容；●手漉き和紙
■参加層および参加者数；幼児・児童・保護者　31名
■運営グループおよび学生数；	2年２組　２班　18名
Ｈ１８造活ワークー５
■開催日時；１０月１４日（土）13：00 ～ 15：00
■活動概要・場所・等；九文幼稚園プレイルーム
■活動内容；●かわいいトーテムポール
■参加層および参加者数；幼児・児童・保護者　14名
■運営グループおよび学生数；2年３組　１班　18名
Ｈ１８造活ワークー６
■開催日時；１０月２９日（日）10：00 ～ 15：00
■活動概要・場所・等；長崎短期大学　学園祭　第
一合同講義室および横通路
■活動内容；●風車（かざぐるま）●舟のおもちゃ
●絵手紙●手漉き和紙●かわいいトーテムポール
●かわいいレイ
■参加層および参加者数；幼児・児童・保護者　85名
■運営グループおよび学生数；2年生全員　全６班　
計105名交代制
Ｈ１８造活ワークー７
■開催日時；１月１３日（土）13：00 ～ 15：00
■活動概要・場所・等；九文幼稚園プレイルーム
■活動内容；●かわいいレイ
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■参加層および参加者数；幼児・児童・保護者　11名
■運営グループおよび学生数；2年３組　２班　18名
Ｈ１８造活ワークー８
■開催日時；１月２０日（土）13：30 ～ 15：30
■活動概要・場所・等；九文幼稚園プレイルーム
■活動内容；●創作影絵劇６作品の上演
作品名「七匹の子ヤギ」「もりのパレット」「おむす
びころりん」「そらまめくん」「てぶくろ」「おお
きなかぶ」
■参加層および参加者数；幼児・児童・保護者　60名
■運営グループおよび学生数；2年生全員　全６班　
計105名交代制
　①平成１９年度の記録
Ｈ１９造活ワークー１
■開催日時；５月２６日（土）13：30 ～ 15：30
■活動概要・場所・等；九文幼稚園プレイルーム
■活動内容；●スタンプ遊び
■参加層および参加者数；幼児・児童・保護者　38名
■運営グループおよび学生数；2年１組　１班18名
Ｈ１９造活ワークー２
■開催日時；６月３０日（土）13：30 ～ 15：30
■活動概要・場所・等；九文幼稚園プレイルーム
■活動内容；●風車（かざぐるま）作り
■参加層および参加者数；幼児・児童・保護者　45名
■運営グループおよび学生数；2年１組　２班14名
Ｈ１９造活ワークー３
■開催日時；７月７日（土）13：30 ～ 15：30
■活動概要・場所・等；九文幼稚園プレイルーム
■活動内容；●おさかなプール
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■参加層および参加者数；幼児・児童・保護者　41名
■運営グループおよび学生数；2年２組　１班16名
Ｈ１９造活ワークー４
■開催日時；７月２１日（土）13：30 ～ 15：30
■活動概要・場所・等；九文幼稚園プレイルーム
■活動内容；●絵手紙（えてがみ）作り
■参加層および参加者数；幼児・児童・保護者　28名
■運営グループおよび学生数；2年２組　２班10名
Ｈ１９造活ワークー５
■開催日時；１０月１３日（土）13：30 ～ 15：30
■活動概要・場所・等；九文幼稚園プレイルーム
■活動内容；●かわいいトーテムポール作り
■参加層および参加者数；幼児・児童・保護者　38名
■運営グループおよび学生数；2年３組　班19名
Ｈ１９造活ワークー６
■開催日時；１０月２８日（日）10：00 ～ 15：00
■活動概要・場所・等；長崎短期大学　学園祭　第
一合同講義室および横通路
■活動内容；●スタンプ遊び●風車（かざぐるま）作
り●おさかなプール●絵手紙（えてがみ）作り●か
わいいトーテムポール作り●動くおもちゃ作り
■参加層および参加者数；幼児・児童・保護者　141名
■運営グループおよび学生数；2年生全員　全６班　
計96名交代制
Ｈ１９造活ワークー７ （行事中止）
■開催予定日時；12 月 15 日（土）前夜に中止連絡
■中止理由；前夜の「佐世保銃撃事件」の影響により、
住民の不安が著しく大きかったため。
■活動予定内容；●動くおもちゃ作り
■運営グループの学生（2年 3組 2 班）と指導者は、
同年１２月に花城ゼミの子育て支援活動に参加
し、本ワークショップ活動の授業に替えた。
Ｈ１９造活ワークー８
■開催日時；１月１９日（土）13：30 ～ 15：30
■活動概要・場所・等；九文幼稚園プレイルーム
■活動内容；●創作ペープサート人形劇６作品の上演
作品名「ねずみのよめいり」「ピノキオ」「しらゆきひ
め」「十二支」「三びきのやぎのがらがらどん」「か
さじぞう」
造形を通した子育て支援活動Ⅰ
—69—
■参加層および参加者数；幼児・児童・保護者　68名
■運営グループおよび学生数；2年生全員　全６班　計
96名交代制
　①平成２０年度の記録
Ｈ２０造活ワークー１
■開催日時；５月２４日（土）13：30～ 15：30
■活動概要・場所・等；九文幼稚園プレイルーム
■活動内容；●まんげきょう作り
■参加層および参加者数；幼児・児童・保護者　37名
■運営グループおよび学生数；2年1組　1班16名
Ｈ２０造活ワークー２
■開催日時；６月２８日（土）13：30～ 15：30
■活動概要・場所・等；九文幼稚園プレイルーム
■活動内容；●積み木のおもちゃ作り
■参加層および参加者数；幼児・児童・保護者　35名
■運営グループおよび学生数；2年1組　2班19名
Ｈ２０造活ワークー３
■開催日時；７月５日（土）13：30～ 15：30
■活動概要・場所・等；九文幼稚園プレイルーム
■活動内容；●かわいいレイ作り
■参加層および参加者数；幼児・児童・保護者　23名
■運営グループおよび学生数；2年2組　1班17名
Ｈ２０造活ワークー４
■開催日時；７月１９日（土）13：30～ 15：30
■活動概要・場所・等；九文幼稚園プレイルーム
■活動内容；●おさかなプール
■参加層および参加者数；幼児・児童・保護者　25名
■運営グループおよび学生数；2年2組　2班17名
Ｈ２０造活ワークー５
■開催日時；１０月１１日（土）13：30～ 15：30
■活動概要・場所・等；九文幼稚園プレイルーム
■活動内容；●動くおもちゃ作り
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■参加層および参加者数；幼児・児童・保護者　26名
■運営グループおよび学生数；2年3組　1班17名
Ｈ２０造活ワークー６
■開催日時；１０月２６日（日）10：00～ 15：00
■活動概要・場所・等；長崎短期大学　学園祭　第一
合同講義室および横通路
■活動内容；●まんげきょう作り●積み木のおも
ちゃ作り●かわいいレイ作り●おさかなプール●
動くおもちゃ作り●お面作り
■参加層および参加者数；幼児・児童・保護者　139名
■運営グループおよび学生数；2年生全員　全６班　計
102名交代制
Ｈ２０造活ワークー７
■開催日時；１１月２９日（土）13：30～ 15：30
■活動概要・場所・等；九文幼稚園プレイルーム
■活動内容；●お面作り
■参加層および参加者数；幼児・児童・保護者　31名
■運営グループおよび学生数；2年3組　2班13名
Ｈ２０造活ワークー８
■開催日時；１月１７日（土）13：30～ 15：30
■活動概要・場所・等；九文幼稚園プレイルーム
■活動内容；●創作影絵劇６作品の上演
作品名「ブレーメンのおんがくたい」「もりのくまさん」
「３びきのこぶた」「ねずみのよめいり」「かさじぞう」
「じゃんけんゴリラ」
■参加層および参加者数；幼児・児童・保護者　58名
■運営グループおよび学生数；2年生全員　全６班　計
102名交代制
（２）「総合演習」ゼミナールの〔のびのびワーク
ショップ〕の記録
　①平成１８年度の記録
Ｈ１８ゼミワークー１
■開催日時；５月７日（日）11：00～ 15：00
■活動概要・場所・等；10th わんぱくひろば　佐世
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保市子育て家庭課主催パールシーリゾートひだま
り広場
■活動内容；「かぶとづくり道場」（折り紙かぶと４
種類）
１）造紙を折り紙の「かぶと」に折る。
２）「かぶと」にあらかじめ様々な形に切っておいた
シールで、子どもたちが自由に切り貼りし装飾する。
３）この「かぶと」を冠って公園で遊んでもらう。
■参加層および参加者数；幼児・児童・保護者　115名
■運営グループおよび学生数；陣内・木庭ゼミ学生
19名
Ｈ１８ゼミワークー２
■開催日時；７月１５日（土）10：00～ 12：00
■活動概要・場所・等；松浦市ふれあいセンター
障害児、気になる子の療育施設「げんきっこひろば」
■活動内容；	
１）「動く折り紙」を使った挨拶と導入、遊ぶ
２）「クラゲの風鈴」の制作
３）「あじさい・ちぎり絵」の制作
４）「ちいさいコロコロ絵」※室内
５）「大きいコロコロ絵」※屋外
■参加層および参加者数；幼児・児童・保護者　41名
■運営グループおよび学生数；陣内・木庭ゼミ学生　
19名
Ｈ１８ゼミワークー３
■開催日時；１２月１６日（土）13：00～ 15：00
■活動概要・場所・等；佐世保市立相浦児童センター
あいのうらこどもまつり
■活動内容；
１）お面劇「３匹の子ぶたのクリスマス」を使った
導入
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２）「プラ板キーホルダー」の制作
３）「クリスマスカード」の制作
４）「クリスマスツリー」の制作
５）レクリエーション「猛獣狩り」「ジュスチャーゲーム」
■参加層および参加者数；幼児・児童　60名
■運営グループおよび学生数；陣内・木庭ゼミ学生
19 名
　①平成１９年度の記録
Ｈ１９ゼミワークー１
■開催日時；５月６日（日）11：00～ 15：00
■活動概要・場所・等；第 11回親子で遊ぼう！「さ
せぼわんぱくひろば」佐世保市文化体育館
■活動内容；手作りの「かぶと」の制作
１）模造紙を折り紙の「かぶと」に折る。
２）「かぶと」にあらかじめ様々な形に切っておいた
シールで、子どもたちが自由に切り貼りし装飾する。
また、マーカーで絵を描く。
■参加層および参加者数；幼児・児童・保護者　120名
■運営グループおよび学生数；陣内・吉田・松本ゼミ
学生　14名
Ｈ１９ゼミワークー２
■開催日時；１１月１０日（土）10：00～ 13：00
■活動概要・場所・等；松浦市ふれあいセンター「げ
んきっこひろば」
■活動内容；
１）おあつまり
２）「スタンプ遊び」の制作と展示
３）「さわって遊ぼう（小麦粉粘土）」
４）「さわって遊ぼう（毛糸とボール）」
５）「さわって遊ぼう（シュレッター）」
６）「楽器づくり」
７）「リトミック」
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■参加層および参加者数；児童15名　保護者8名
■運営グループおよび学生数；陣内・吉田・松本ゼミ
学生　14名
Ｈ１９ゼミワークー３
■開催日時；１２月２２日（土）13：00～ 15：00
■活動概要・場所・等；佐世保市立相浦児童センター
■活動内容；
１）ブラックシアター「ヘンゼルとグレーテル」
２）「手すき和紙づくり」の制作
３）「クリスマスリース作り」
４）「お菓子の家」の制作
５）レクリエーション　○×クイズ　ジャンケン列車
■参加層および参加者数；幼児・児童　55名
■運営グループおよび学生数；陣内・吉田・松本ゼミ
学生　14名
　①平成２０年度の記録
Ｈ２０ゼミワークー１
■開催日時；５月６日（火）11：00～ 15：00
■活動概要・場所・等；第 12回親子で遊ぼう！「さ
せぼわんぱくひろば」佐世保市体育文化館
■活動内容；
１）「ジャンプおもちゃ」の制作
２）「糸でんわ」の制作
３）「ふくらむおもちゃ」の制作
４）「けんだま」の制作
５）「鳥ひこうき」の制作
■参加層および参加者数；	
■運営グループおよび学生数；陣内・松本ゼミ学生　
15名
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Ｈ２０ゼミワークー２
■開催日時；１１月８日（土）10：00～ 12：00
■活動概要・場所・等；世知原地区ゆりかご保育園（ゆ
りかご保育園子育て支援センター併設）親子レクリ
エーション会時
■活動内容；
１）「さわり隊」すべり台の活動
２）「さわり隊」シュレッタープールの活動
３）「ジャンボシャボン玉」の活動
４）「リズム遊び」の活動　マラカスの制作品
■参加層および参加者数；幼児73名
■運営グループおよび学生数；陣内・松本ゼミ学生　
15名
Ｈ２０ゼミワークー３
■開催日時；１２月２０日（土）13：00～ 15：00
■活動概要・場所・等；相浦児童センター「あいのう
らこどもまつり」
■活動内容；「クリスマスリース」の制作
「ランプシェード」の制作
	
「万華鏡」の制作
絵本の読み聞かせ「ともだちや」「おまえうまそうだな」
	
レクレーション「島鬼」
■参加層および参加者数；幼児７名、小学生４１名、
大人２１名、計６９名
■運営グループおよび学生数；陣内・松本ゼミ学生　
15名
４　　「のびのびワークショップ」の学修内容
と効用　
（１）学生による学修内容の検証
ゼミナール卒業研究論文（＊３、＊４、＊５）
から、本活動によって学生たちの学修内容を
確認することができた。
①子どもの理解について
・子どもの創造力の豊かさと個性に驚いた。
・たくさんの言葉掛けを行ない、時間を気にせ
ず、ゆっくりと子どもと接することで心が通
じるものだと思った。
・子どもと共感する喜びを得られた。
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・子ども達の目線や思考、感情表現を考えさせ
られる良い機会となった。
・子どもの成長について今までより広い視野を
得ることができたように思う。
・たくさんの子どもの姿を観察していくと、そ
の反応や行動は様々であるということ、また
逆にすべて子ども達に共通する喜びの表情が
あることを見つけた。
②援助技術の理解について
・上手に出来たことだけを褒めるのではなく、
真剣に活動に取組んだことを褒め認めること
が大切だと感じた。
・子どもの自然な発想や展開ができるダイナ
ミックな活動を目指すことの大切さを知っ
た。
・その教材が持つ目的をしっかりと見定めるこ
と、想定される子どもの様子をしっかりと頭
に描くことの必要性を確認できた。
③保護者の理解について
・様々な保護者の姿を見ることができた。
・保護者は自分の子どものことを熟知してい
て、子どもの発する言葉の持つ意味、一つの
行動の意図を瞬時に理解していることが分
かった。
・障がいを持った子どもの保護者の場合、その
現状をしっかりと受け止め、明るく子育てを
されている保護者の方もおられたが、多くは
子育てに不安を感じておられた。自分自身に
苦悩されて、障害に対する周囲の理解が足り
ない現状を訴える方など、障害者福祉の現状
の一端を知った。
・保護者とのコミュニケーションの取り方の方
法を学べたと感じている。
④子育て支援活動への理解について
・まず保護者にとって子ども達の遊ぶ様子や、
家庭とは違った子どもの姿をみることができ
る良い機会となっていると感じる。さらに、
良い気分転換になったり、人間関係が広がっ
て、多くの交流や情報交換ができることも意
味が大きいと感じた。保護者がかかえている
子育てについての悩みをそこで話すきっかけ
作りになることができることを知った。
・私達の活動は多くの人の協力で成り立ってい
たのだと気付いた。
・私達は保育の現場に出、社会の中においては、
「支える」という側に立っていく。これから
保育者として積極的に「子育て支援」に関わ
る機会を持ちたいと思う。
・地域に根ざした子ども達の育成は、保育者の
立場として重要な視点であると思う。子育て
支援活動の幅をもっと広げてもっと多くの子
どもたちや家族の方たちと触れ合うことので
きる場の提供や機会作りをしていかなければ
と感じた。
（２）担当教員による効用の検証
　本ワークショップがもたらす効用について、
子ども・保護者・学生それぞれに関するもの
を活動中の気づきを基に以下にまとめた。
①子どもへの効用
・保護者や学生とじっくり関わりながら会話を
楽しみながら制作活動ができる。
・保護者との時間が取れる。
・制作活動を通して、イメージを膨らませたり、
表現する力を養うことができる。
・完成した達成感、喜びを味わうことができる。
・制作活動を楽しむことができる。
②保護者への効用
・保護者同士の関わりがもてる、子育ての輪が
広がる、気持ちの共有することができる。
・子どもや学生と関わりながら一緒に制作活動
を楽しむことができる。
・制作をする様子を見て、子どもの成長を感じ
ることができる。
・子どもとコミュニケーションがとれる。
・帰ってからも子どもとのコミュニケーション
を取るきっかけができる。
③学生への効用
・子どもの年齢に応じた援助を学ぶことができ
る。
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・保護者との関わり方を学ぶことができる。
・保育とは違った子どもの様子を感じることが
できる。
・保護者同士のつながりを学ぶことができる。
・制作を通して子ども達同士の関わり、保護者
同士の関わりを学ぶことができる。
・人と関わる力を養うことができる。
・母親だけでなく、父親、祖母、祖父など家族
と触れ合う機会がもてる。
５　造形ワークショップの意義と展望
（１）本活動の継続の意義
　今日の子育て環境は悪化の傾向をたどり、
社会から孤立し子育てに悩む母親が増えてい
る。こうした現状の中において、子育て支援
活動の意義は大きくなっていることは、言う
までもない。前述したとおり学生の学修内容
については、様々な年齢の子どもたちとの自
然なふれあいの中で、子どもの活動の自由な
展開を知ることができ、保護者との会話の中
で子育てに関する知識も得られている。さら
に、設定した保育教材が終了後、ダンスやごっ
こ遊び等を実演し、学外実習や就職時の準備
にも役立っている。
　幼児・児童・保護者の反応については、始
めて出会う子どもたち同士が楽しく交友した
り、保護者間の会話も始まっている。「楽しみ
にしていました。」と言うリピ−タ−の声も多
いことからも、充実した時間を送って頂いて
いると感じている。
（２）課題と今後の展望として
①親子ダンス、親子のふれあい遊びなど親子
や参加者同士がふれあえる内容を増やしてい
く必要を感じている。
②一つの家族の継続的変化（子どもの成長、
親の変化、家族構成の変化による子ども、父親、
母親それぞれの想いなど）を学生に理解させ
ることは、大きな学修内容となるものである。
これを実現するためには、学生たちが担当し
た家族のケースレポートの作成を行い、担当
教員がこれを連携・総合していく作業をおこ
なうことが必要になってくる。今後この具体
的な手段を考案していきたい。
③学生達の要望として、参加する子どもの数
をもっと増やして欲しいとの声が多かった。
現在、保育内容Ⅰ（表現造形活動）における
活動は、付属幼稚園の園舎を利用している。
園内の家族への案内が容易にでき、ある一定
数の参加者の確保ができるものの、公共性の
薄い場所であるため、園外の参加者が増えて
いっていない。より積極的な広報活動により、
広く市民に情報がいきわたるように配慮する
とともに、利便性と公共性を考慮しながら、
将来新たな会場の開拓も考えていきたい。
④家族の方が安心して利用して頂くために、
授乳室、子育て相談室の設置など、環境整備
を行うべきであると考える。
⑤今後の子育て支援のあり方を総合的に考え
る必要がある。参加者の年齢や家族構成、保
護者のニーズを把握できるアンケート調査を
実施していきたいと考える。
さらに利用者の方の理解を得ながら、このワー
クショップの効用を広げ、充実した活動を継
続していきたいと考える。
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